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Japan Meteorological Agency 近年の阿蘇山の代表的な火山活動パターン 

湯だまりの形成、不安定 

活動末期に大き目の噴火 
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第136回火山噴火予知連絡会資料より 
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2016年の活動 終息期の噴火（10月８日） 

・GNSSによる観測では草千里深部のマグマ
だまり膨張が続いた． 

・１日あたりの二酸化硫黄の放出量が，10 
月7日に15,000トンと非常に多い状態． 

・火山性微動の振幅が，10月７日10時頃か
らさらに大きな状態． 

・気象衛星ひまわり８号による観測では，
海抜高度11,000ｍまで噴煙が上昇． 

・噴出物の総量は60～65 万トン程度（熊大
、京大他）． 

10月８日01時46分の爆発的噴火時の火口熱カメラの画像と 
４日後の火口付近の状況 

15,000 
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Japan Meteorological Agency 噴火警戒レベル３の閾値の検討 

・阿蘇山でのレベル２の噴火とレベル３の噴火の違い 
  阿蘇山の場合、普段の噴火は灰噴火やストロンボリ式噴火 
  （レベル２クラスの噴火） 
  レベル３の噴火は、爆発的となる噴出力の強い噴火 
  レベル３の噴火は、発生頻度多くない 
   今までの判定基準だと噴出力の強い水蒸気噴火の予測は困難 

・そのシグナルは、普段の噴火とは違うもの？ 
・その時、地下では何が起こっているのか？ 
・監視、評価可能か？ 
・過去の文献等からの想定されるものは？ 

過去の文献等から 
・噴火活動中に火山性微動が概ね3 時間以上停止した場合（1965年10月31日、1979年９月６
日等） 

・規模の大きな火山性地震（現地で震度１相当以上）の多発（1932年12月、1933年２、３月には
溶岩瑚から爆発） 

・火口底の赤熱現象の急激な進行（1953年４月） 
・火山性微動の振幅増大もしくは火山性地震の多発と同時に火口直下の増圧を示す急激で顕
著な地殻変動（概ね0.1μrad/h 以上の傾斜変化等）（1963年４月？） 
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Japan Meteorological Agency 火山活動の評価 

・過去からの経験による火山活動の活発化の認知（主に地震計と目視による） 
  火山性微動の振幅増大 
  火山性微動の停止 
  体に感じる微動の発生 
  湯だまり量の変化等の火口内の状況の変化 
  噴煙の変化 

・今までの地震計等のデータや新たな観測機器によるデータを大学等の知
見によるマグマだまりの位置、火口直下の地下の構造等から火山活動の
評価を決定． 

・新たな観測機器による異常の知覚 
  傾斜計による地盤変動 
  広帯域地震計による長周期の震動 
  二酸化硫黄放出量 
  GNSSによる広域の地盤変動 
  熱赤外観測装置による面的な熱の高まり 
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Japan Meteorological Agency 最近の事例での検証 2016年10月に認められたもの 

・火山ガス（二酸化硫黄）の1 日あたりの放出量が
概ね2,000 トンを超えて急激に増加傾向（２～３倍
程度） 

 
・火山性微動の急激な振幅増大（中岳西山腹観測
点NS 成分で1 分平均振幅４μm/ｓ以上）または震
動振幅の不安定な変化 

 
・火口直下の増圧を示す急速な地殻変動（概ね
0.02μrad/h 以上の傾斜変化等） 

 
・長周期パルス（周期20 秒程度。広帯域地震計：
30μm/s 程度、傾斜計：0.3μrad 程度）の発生 
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②マグマ溜りからマグマやガスの上昇率UP（10月７日09時
50分頃～） 

山本(2004)を和訳し加筆 

2016年10月８日の噴火の概念図 

①マグマ溜りの緩やかな膨張（2016年７月頃～） 

③７日21時52分に噴火し、その後平均振幅は地震多発に
より大きく変化しながら更に増大 

⑤亀裂上火道下部の膨張（10月７月23時41分～） 

⑥亀裂上火道中部の広がり（10月８月01時11分～） 

⑦亀裂上火道で長周期パルスの発生（10月８月01時41
分と45分） 

⑧爆発的噴火（10月８月01時46分） ④亀裂上火道中部で地震（10月７月21時52分～） 
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溶岩プール 
  

爆発的噴火 

・灰噴火 
・ストロン
ボリ式噴

火 

・ごく小規模
な噴火 

・規模の大き
な土砂噴出 
・水蒸気噴火 

溶岩流発生  

レベル１ 

レベル２ 

レベル３ 
レベル４，５ 

・ゆっくりとマグマだ
まりが膨張 

・火山性微動の振幅増大 
複数項目 
・火山ガスの放出量が増大 
・湯だまりの量が急激に減少ま
たは消失 
・火口底の熱の高まり（火口底
の3 割以上の赤熱） 

・体に感じる火山性微動の発生 
・土砂噴出活発化 
・やや振幅の大きな火山性微動し
ばらく継続（１時間以上） 

・微動停止（閉塞） 
・体に感じる火山性地震の多発 
・火山活動の高まりの中で火口
直下の急激で膨張 
複数項目（２項目以上該当） 
・火山ガスの放出量の急激な増
加傾向 
・火山性微動の急激な振幅増大
または振幅の不安定な変化 
・火口直下の急速な膨張 
・長周期パルスの発生 

・火口底の急激な熱の高まり 
・体に感じる火山性地震の多発 
・火山活動の高まりの中で火口直下の急激で膨張 
複数項目（２項目以上該当） 
・火山ガスの放出量の急激な増加傾向 
・火山性微動の急激な振幅増大または振幅の不安定な変化 
・火口直下の急速な膨張 
・長周期パルスの発生 

・溶岩流が居住地域方向へ流下 
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終わりに 

 噴火警戒レベルは噴火予知ではない。火山活動の高まり示している。 
 この噴火警戒レベル判定は中岳火口のみに対応している。中岳以外
からの噴火には対応していない。 
 有史以降にレベル４，５相当の火山活動は無く、レベル２，３の活動に
比べ、レベル４，５クラスの活動に関する知見に乏しい。 
 今後、新たな知見や活動領域等の変化があれば噴火警戒レベル判
定基準も更新していかなければならない。 


